
第 3 回江南市市民協働・市民活動推進協議会 会議要旨 

 

会議名：第 3回江南市市民協働・市民活動推進協議会 

日時：平成 27年 4月 22 日（水） 午後 1時 30 分～3時 

場所：江南市防災センター 2階 研修室 2 

委員：出席委員 9名 

柴田 熙（公募市民） 

齋藤 雅治（市民活動団体関係者） 

新  英子（市民活動団体関係者） 

水野 裕子（市民活動団体関係者） 

伊藤 光洋（江南市社会福祉協議会職員） 

坪内 俊宣（市職員） 

事務局：片野 富男（市長政策室長） 

浅野 武道（地域協働課協働推進グループリーダー） 

加納 康陽（地域協働課協働推進グループ） 

資料 1 地域まちづくり補助金の改正について 

資料 2 別紙 1 地域まちづくり補助事業（行政提案事業）の流れ 

資料 3 別紙 2 地域まちづくり補助事業（行政提案事業）のスケジュール 

資料 4 別紙 3 対象となる事業 

資料 5 別紙 4 提案事業例 

資料 6 地域情報センター利用者 平成 26年度 

資料 7 ＮＰＯ・ボランティア講座開催委託業務 事業報告書 

資料 8 地域まちづくりフォーラム委託業務 事業報告書 

資料 9 「事業型ＮＰＯ支援講座」実施結果報告書 

資料 10 江南市地域まちづくり補助事業 平成 27年度募集要領 

    

議題 

1、江南市地域まちづくり補助事業について 

2、市民・協働ステーションについて 

3、ＮＰＯ・ボランティア講座について 

4、その他 

 

市長政策室長挨拶 



 委員の皆さんには日ごろより江南市の市民協働へのご理解とご協力をいただき、誠にあ

りがとうございます。この場をお借りして感謝申し上げます。今週末には市長・市議会議

員選挙もございます。こちらもよろしくお願いします。 

 

１. 江南市地域まちづくり補助事業について 

○事務局より補助事業の募集内容の一部変更について説明がありました。 

委員 

団体は、市から具体的な事業内容やテーマをもらい、それに沿っ

た事業を提案するということですが、実際に担当課と協働して事

業を行っていくのか。 

事務局 

基本的には担当課が提案した事業に沿った内容のものを申請し、

市民活動団体に事業を実施してもらいます。 

ただし、担当課が協働して実施するというのであれば、それを否

定するものではありません。 

委員 団体と市が協働することは多いのか。 

事務局 

現在でも、講座や市が主催するイベントでのブースの出展などは

ありますが、本来の協働という意味では、現在はないと考えてい

ます。 

委員 

事業を実施するにあたり、市民・地域のニーズと効果を把握して、

団体が事業を提案し行うのが正しい流れだと思う。事業を提案し

ていくときに担当課がどういう思いでテーマを出したのか背景

がわかれば、市民活動団体が提案しやすいのではないかと思う。

市が提示するテーマの表記の仕方で受け取るイメージが変わる

ので、より詳しく書いてもらうようにしたほうがいいと思う。 

委員 
市内公共施設（公民館など）の利用についても把握できるといい

と思う。 

事務局 いただいたご意見を参考に、検討していきたいと思います。 

 

2. 市民・協働ステーションについて 

 ○事務局より市民・協働ステーションの利用について説明がありました。 

  出席委員一同より了承されました。 

 

３.ＮＰＯ・ボランティア講座について 



 ○事務局と齋藤委員より説明がありました。 

 

4.その他 

○事務局より絆づくり実行委員会は発展的休止という報告がありました。 

事務局 
今年度の事業に反映させていきたいので、ご意見をいただきた

い。 

委員 
地域からどのような講座をしてほしいというような要望はな

いですか。 

事務局 特に地域から要望として報告されているものはありません。 

委員 
地域まちづくり補助事業に出てきたテーマについて、みんなで

考える会を行うというのは団体の中で出ています。 

委員 
スポーツ少年団などに入っていない子どもの休日の居場所や

老人たちが集える場所をつくることが望ましい。 

委員 
公民館の自主的な活動をあまり知られていないので、もっと利

用してもらいたいと思います。 

委員 

地域協働課の事業として、今年も予算化されていますか。 

ＮＰＯ・ボランティア講座はこれから始める人向けのイメー

ジ、事業型ＮＰＯ講座はすでに始めている人向けのイメージだ

が、もっとターゲットを絞って募集を行えば、多くの人を呼び

込むことができるのではないか。 

藤が丘児童館では、子どもたちの利用のない平日の昼に高齢者

の利用を進めているということを聞いたことがある。 

事務局 

予算化していますが、事業内容はまだ決まっていないので、今

後検討していきます。これまで平日の開催でしたが、土日の開

催も考えています。 

委員 

複数の団体をつなげる方法と集まることのできる場所、個々の

団体の問題を解決できる方法があるといいと思う。 

事業型ＮＰＯとして新たな取り組みに成功しているところの

情報がもっとほしい。 

事務局 
いただいたご意見を参考に、今年の事業を検討していきたいと

思います。 

委員 
コミュネット江南の中で絆づくり部を創設し、団体どうしの交

流の場の提供とネットワークづくりしていきます。 

事務局 
会議の開催について、平日夜や休日に開催したいと考えている

ので意見をいただきたい。 



 

委員 
平日の昼間に仕事をお持ちの方や休日に団体の活動がある方

は、平日夜の開催だといいと思う。 

事務局 次回の会議より、開催日時について検討していきます。 


